
平成 23 年 1 月吉日 

 

 

日本内分泌病理学会 書面審議総会の報告 

 

 

 

理事長推薦理事（下記２名の候補者）を審議する総会を書面で実施した。理事長発文書を2010

年 12 月 10 日付で会員（総会の議決権を有する会員）に郵送し、FAX による回答を 2010 年 12 月

25 日締め切りとした。 

 

推薦理事候補者（任期 2 年、担当役職：企画・学術）： 

臨床系 山下俊一（長崎大学 大学院附属原爆後障害医療研究施設 分子医療部門 教授） 

基礎系 戸田修二（佐賀大学 医学部病因病態科学講座 臨床病態病理学 教授） 

 

その結果、回答提出期限までに、定足数を満たす回答があり、すべて「承認」との意見であった

ので、総会は成立するとともに、理事長提案の推薦理事は原案通り承認された。 

 

総会の議決権を有する会員数：184 名 

総会の定足数（会則第 26 条＝上記会員数の 3 分の 1）：62 名 

有効回答数：76 （うち、「承認」76） 

 

以上 
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